　第1次日本南極地域観測隊が晴海港を出港し、昭和基地を設置してから本年の1月29日で、ちょうど、60年を迎えます。南極OB会はこのような記念すべき年を迎えるにあたり、「南極観測60周年記念事業委員会」を立ち上げ、関係する組織と共同し、以下のような、記念講演会を企画いたしました。日本南極観測隊の歴史を振り返り、南極観測がこれからの地球と人類の未来にとって、ますます重要な意味を持ってくることを多くの人たちに理解していただくことがこの講演会の趣旨です。入場無料です。皆様お忙しい事と存じますが、お誘いあわせの上、多数のご来席を賜りますようご案内申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南極OB会　会長　　国分　征
 
　　　　　　　　　　　　　　南極観測60周年記念講演会・展示会のご案内

記念講演会
日時：　2017年1月22日（日）　　開場 13:00、13:30 開始、16:30 終了
会場：　一橋講堂 　（東京都千代田区一ツ橋2-1-2 学術総合センター2階）
プログラム
・オープニング（30分）
　国分 征 (南極OB会会長)：挨拶
　渡辺興亜（事業委員長）：南極観測60周年（再開50周年）記念事業

・第１部「日本南極観測を築きあげた人々」（50分）
　神田啓史：南極観測60年間の足跡、及びインタビュー

・第２部「日本南極観測と国際交流」（60分）
　ハービー・マーチャント（豪）：日豪外国共同観測
　ジン・ヨングム（韓）：日韓外国共同観測

・第３部「南極観測のこれから」（30分）
　川村賢二（国立極地研究所）：南極氷床コアから見る地球環境の変動
 
展示会
日時：　2017年1月22日（日）　　開場11:00、終了19:30
会場：　一橋講堂隣接の中会議場
 
共催：　南極OB会（南極観測60周年記念事業委員会）
国立極地研究所、公益財団法人日本極地研究振興会

後援：朝日新聞社、共同通信社、毎日新聞社、読売新聞社、中日新聞社、産業経済新聞社、テレビ朝日

　　入場の際には身分証明書あるいは本プログラムをご提示ください。
